
台
風
余
波 

 

大
型
台
風
十
二
号
は
九
月
三
日
、
四
国

の
室
戸
岬
に
上
陸
、
自
転
車
の
速
さ
で
四

日
未
明
に
山
陰
沖
に
抜
け
た
。
こ
の
台
風

は
速
度
が
非
常
に
遅
く
、
上
陸
前
か
ら
抜

け
た
後
々
ま
で
各
地
に
幅
広
く
突
発
的

な
豪
雨
が
襲
う
な
ど
、
暴
風
雨
に
よ
る
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。 

 

こ
の
地
方
も
台
風
の
中
心
か
ら
大
き

く
外
れ
て
い
た
も
の
の
、
二
日
か
ら
五
日

ま
で
断
続
的
な
強
風
、
豪
雨
が
続
い
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
も
実
り
の
秋
を
向
か

え
、
出
来
ば
え
も
上
々
で
豊
作
が
期
待
さ

れ
て
い
た
矢
先
、
台
風
余
波
に
よ
り
稲
が

転
ん
で
し
ま
っ
た
。 

            

     

 

稲
の
倒
れ
た
箇
所
を
み
る
と
、
山
裾
の

田
ん
ぼ
に
被
害
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
棚
田
の
持
つ
宿
命(

急
傾
斜
・
起
伏
の
大

き
い
地
形)

で「
落
と
し
風
」、「
吹
き
上
げ

風
」
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
ぶ
つ
か
り
合
っ

た
「
ね
じ
れ
国
会
、
ア
ッ
間
違
え
た
。
ね

じ
れ
風
」
が
平
坦
地
よ
り
も
生
じ
や
す
く
、

被
害
が
大
き
い
。 

 
 

               

余
談
で
は
あ
る
が
毎
年
、
一
回
や
二
回

は
天
日
干
し
の
ハ
ザ
が
転
ぶ
。
周
囲
の
連

中
は
稲
が
で
き
す
ぎ
て
重
く
て
転
ん
だ

だ
と
笑
う
が
災
難
に
あ
っ
た
当
事
者
に

は
大
変
な
労
力
が
課
せ
ら
れ
る
。 

 

棚
田
は
、
小
さ
な
田
ん
ぼ
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
作
業
効
率
か
ら

み
て
も
自
然
条
件
か
ら
み
て
も
非
常
に

厳
し
い
面
が
あ
る
。 

 

た
ぶ
ん
、
黄
金
色
に
実
っ
た
美
し
い
四

谷
の
千
枚
田
を
一
目
見
よ
う
と
都
市
近

郊
か
ら
大
勢
訪
れ
る
が
、
倒
伏
し
た
稲
を

み
て
気
の
毒
と
思
う
よ
り
、
ガ
ッ
カ
リ
し

て
帰
る
の
が
落
ち
と
思
う
が
冗
談
で
は

な
い
、
転
ん
だ
稲
を
起
こ
し
た
り
、
稲
刈

り
作
業
に
追
わ
れ
る
棚
田
の
百
姓
の
身

に
も
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
つ
い
つ
い
愚
痴

が
で
る
。 

【
写
真
左 

倒
伏
前
の
状
況
】 

                 

                               

． 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 97 号  

千枚田環境整備作業の実施について 

このことについて、下記により実施します
のでご協力をお願いします。 

記 

日  時 平成 23 年 10 月 2 日(日曜日) 

     午前 8 時 30 分集合 

集合場所 千枚田入口看板付近 

作業内容 植樹エリア周辺及びふれあい 

広場周辺の草刈作業 

刈り払い機等、ヘルメット持参 燃料支給 

雨天決行 

連 絡 先 松下事務局 ℡35-0274 
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国国国
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ミミミ
ッッッ
トトト   

 
 

               

新
城
市
内
で
八
月
十
九
日
、
二
十
日
の

二
日
間
、
第
七
回
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
全

国
サ
ミ
ッ
トin

Ｊ
Ａ
東
愛
知
」
が
開
か
れ
、

北
は
青
森
県
、
南
は
熊
本
県
か
ら
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
二
百
五
十
五
人
が
集
ま
り
、
初
日

は
「
こ
ど
も
農
学
校
」
の
実
践
報
告
や
年

間
継
続
型
農
業
体
験
の
先
進
Ｊ
Ａ
を
交

え
て
の
全
体
討
議
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
交

流
会
は
Ｊ
Ａ
愛
知
東
本
店
に
お
い
て
「
奥

三
河
天
狗
な
す
」
な
ど
、
女
性
部
員
が
調

理
し
た
地
域
の
伝
統
食
を
囲
ん
で
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。 

二
日
目
は
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
ら
が

「
こ
ど
も
農
学
校
の
授
業
を
視
察
。
四
谷

の
千
枚
田
を
見
学
後
、
設
楽
町
の
Ｊ
Ａ
蒟

蒻
工
場
で
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
や
流
し
蒟

蒻
を
体
験
し
た
。 

作
業
道
補
修 

 

十
二
号
台
風
の
長
雨
で
千
枚
田
入
り

口
付
近
の
作
業
道
二
ヶ
所
に
五
日
未
明
、

亀
裂
陥
没
の
被
害
が
出
た
。
天
気
を
待
っ

て
稲
刈
り
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
一
刻
の

猶
予
も
な
い
。
そ
こ
で
、
緊
急
対
策
と
し

て
中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
集
落
協
定

(

直
払
い)

の
配
分
の
う
ち
、
維
持
管
理
費

(

水
路
、
作
業
道
補
修
・
有
害
獣
捕
獲
檻
購

入
な
ど)

を
利
用
し
て
七
日
に
補
修
を
行

っ
た
。
段
々
田
ん
ぼ
の
作
業
道
の
喉
元
を

抉
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
素
早
い
処
置
が

で
き
た
。
も
し
、
こ
の
制
度
が
な
か
っ
た

ら
収
穫
作
業
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
。

災
難
に
あ
っ
て
初
め
て
こ
の
制
度
の
あ

り
が
た
さ
を
百
姓
の
皆
が
痛
感
し
た
次

第
で
あ
る
。 

             

第
四
回
愛
知
県
観
光
交
流
サ
ミ
ッ
ト

in

奥
三
河
の
開
催
の
ご
案
内 

愛
知
県
観
光
交
流
サ
ミ
ッ
トin

奥
三
河
が
九

月
二
十
三
日
（
金
）
に
新
城
文
化
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
奥
三
河
の

豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
、
ま
た
新
し
い
観
光

資
源
の
発
掘
に
よ
り
、
奥
三
河
の
魅
力
を
全
国

へ
発
信
す
る
目
的
に
、
奥
三
河
民
俗
芸
能
紹
介
、

奥
三
河
物
産
展
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

今
井
彰
氏
に
よ
る
特
別
記
念
講
演
等
の
多
彩
な

催
し
が
あ
り
、
誰
で
も
無
料
参
加
で
き
る
の
で

気
軽
に
足
を
運
ん
で
奥
三
河
の
観
光
・
文
化
に

触
れ
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
奥
三
河
の
魅
力
を
訪
ね
る
趣
向
の
異
な

る
四
コ
ー
ス
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
「
奥
三
河
極
（
き

わ
み
）1day

ツ
ア
ー
」
も
二
十
二
日
（
木
）
に

開
催
さ
れ
る
。
一
コ
ー
ス 

地
元
で
誕
生
し
た
名

魚
「
絹
姫
サ
ー
モ
ン
」
養
殖
風
景
と
四
谷
の
千

枚
田
を
訪
ね
る
。
二
コ
ー
ス 

地
元
ガ
イ
ド
が

親
し
く
案
内
「
長
篠
設
楽
原
歴
史
探
訪
」
。
三

コ
ー
ス 

水
辺
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
」
と
奥
三
河
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
「
五
平

餅
」
手
作
り
体
験
。
四
コ
ー
ス 

茶
臼
山
高
原

館
長
と
歩
く
「
花
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
「
と
う
え

い
温
泉
」
。
参
加
申
込
み
は
、 

奥
三
河
観
光
協

議
会(0536-32-0022)

ま
で
。 

     

棚
田
の
楽
耕 

 

九
月
十
一
日
、
従
耕
生
は
稲
刈
り
作
業

を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
天
候
不
順
で

実
り
が
大
幅
に
遅
れ
中
止
。
付
近
の
田
ん

ぼ
の
ヒ
エ
刈
り
を
行
っ
た
。
刈
り
取
っ
た

ヒ
エ
は
軽
ト
ラ
一
杯
も
あ
り
、
周
辺
の
田

ん
ぼ
へ
の
拡
大
を
く
い
止
め
る
一
策
と

し
て
近
所
か
ら
大
変
喜
ば
れ
た
。 

              

連
谷
地
区
大
運
動
会 

 

九
月
十
七
日(

土)

、
午
前
八
時
四
十
五

分
よ
り
地
区
大
運
動
会
～
笑
顔
い
っ
ぱ

い
！
力
を
あ
わ
せ
て
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
連
谷
小
学
校
運
動
場
で
開
催
。
大
勢
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。 

行 
 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 
 

小 

山 

舜 

二 

一
口
メ
モ
：
絹
姫
サ
ー
モ
ン
は
県
水
試
鳳
来
養
魚

場(

現
ふ
れ
あ
い
広
場)

で
生
産
さ
れ
た
無
斑
ホ
ウ

ラ
イ
マ
ス
の
雌
と
当
場
で
養
殖
技
術
を
確
立
し
た

ア
マ
ゴ
や
イ
ワ
ナ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
雄
と
の
交
雑
種

で
あ
る
異
質
三
倍
体
で
、
従
前
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
種
で
食
味
、
食
感
が
大
変
好
評
で
あ
る
。 


